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第９期浜益区地域協議会（R3.10～R5.9）の振り返り（整理用） 

 

１．会議の状況 

（１）任期中の会議の開催状況 

 ・令和３年度 第５回～第８回  計４回 

第５回 令和３年 10月 18日（月）庁議室 出席者 9名 傍聴者 3名 

市長あいさつ、委嘱状交付 

【報告】 

地域自治区振興事業の成果、浜益１５０年記念事業について 

 

【協議】 

令和４年度地域自治区振興事業について、地域おこし協力隊及び集落支援員について 

 

【その他】 

特定地域まちづくり事業組合について、学校統合について、過疎地域持続的発展市町

村計画について、第８期委員からの引継ぎ事項について、衆議院議員選挙について（移動

期日前投票所の開設） 

 

第６回 令和３年 12月１日（水）庁議室 出席者 10名 傍聴者 6名 

【報告】 

統合教育施設の検討状況について、カフェ・クローバーの活動から見える高齢者に優 

 しいまちづくりについて 

 

【協議】 

  第８期浜益区地域協議会委員からの引継ぎ事項について 

 

【その他】 

  特定地域まちづくり事業組合の立ち上げについて、浜益版「集落の教科書」の製作に

ついて 

   

第７回 令和４年１月６日（木）庁議室 出席者 8名 傍聴者 4名 

【報告】 

縁ジョイクラブの取り組みについて 

 

【協議】 

地域おこし協力隊及び集落支援員の募集について 

 

 

（案） 資料１ 



－ 2 － 

第８回 令和４年３月２日（水）庁議室 出席者 7名 傍聴者 3名 

【報告】 

浜益区の新しい教育・保育環境整備について、地域おこし協力隊及び集落支援員の応

募状況について 

 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

  地域おこし協力隊活動報告パネル展、特定地域づくり事業協同組合の進捗状況につい

て、石狩市自治基本条例懇話会委員の推薦について、石狩市総合戦略推進懇話会委員の

推薦について 

 

 ・令和４年度 第１回～第９回  計９回 

第１回 令和４年４月 26日（火）旧議場 出席者 8名 傍聴者 2名 

【報告】 

令和４年度支所体制について、令和３年度地域自治区振興事業の実績、令和４年度主 

要事業の概要 

 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

（「雪対策」、「教育・伝承」、「危険対策」グループ討議） 

 

【その他】 

  千代志別会館、御料地会館の廃止に関するパブリックコメントについて、浜益ふるさ 

と市場の開催について、カフェストのオープンについて、川下グリーンインフラ実証事 

業について、海浜美化キャンペーン in浜益について、浜益いっぺかだれやフットパス 

春の巻について、浜益特定地域づくり事業協同組合「浜ワーク」の派遣労働開始につい 

て、集落支援員による広報配布について 

 

第２回 令和４年６月 14日（火）庁議室 出席者 9名 傍聴者 3名 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

  浜益版「集落の教科書」の完成について、浜益小、中合同運動会の開催結果につい 

て、浜益小自主公開研究会の開催について、「浜ワーク」第１号派遣労働者の誕生につ 

いて、海浜美化キャンペーン in浜益の開催結果について、浜益いっぺかだれやフット 

パス春の巻の開催結果について 
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第３回 令和４年８月３日（水）会議室 出席者 8名 傍聴者 3名 

【報告】 

  （仮称）浜益学園設立準備部会の検討状況について 

 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

  地域おこし協力隊による厚田・浜益特産品販売会について、浜益みなと祭りについ 

て、浜益観光まちづくり推進協議会によるアンテナショップの実施について、浜益中 

学校生徒による修学旅行時の浜益 PR活動について、浜益中学校生徒による職場体験学 

習「浜マルシェ（まち協実施のアンテナショップ）」の実施について 

 

第４回 令和４年９月 14日（水）庁議室 出席者 7名 傍聴者 2名 

【協議】 

高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

  みな Café in 浜益の開催について、終活について考える講座の実施について、浜 

清掃の実施結果について、グリーンインフラ実証事業に関する中学生参加の事業実施 

結果について、ワーケーション実証事業の受け入れ状況について、浜益ふるさと祭り 

の開催について 

 

第５回 令和４年 10月 11日（火）庁議室 出席者 7名 傍聴者 3名 

【協議】 

  石狩市過疎地域持続的発展市町村計画の達成状況に関する評価について、高齢者に

優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

  「浜ワーク」２人目の採用について、浜益観光まちづくり推進協議会とツアー会社 

の共催による浜益秋の味覚ツアーの開催結果について、浜益温泉の臨時休館について、 

浜益ふるさと祭りの開催結果について、みな Café in 浜益の開催結果について 
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第６回 令和４年 11月９日（水）庁議室 出席者 10名 傍聴者 4名 

【報告】 

  地域自治区振興事業の成果について 

 

【協議】 

  石狩市過疎地域持続的発展市町村計画の達成状況に関する評価について、令和５年

度地域自治区振興事業について、浜益区地域おこし協力隊及び浜益区集落支援員につ

いて 

 

【その他】 

排雪サービスに関するアンケート調査について、浜益観光まちづくり推進協議会の 

「まちフェス」参加について、浜益観光まちづくり推進協議会とツアー会社共催のイ 

チイの木をめぐるスノーシューツアーについて、浜益小劇場第２０回定期公演につい 

て、浜益小学校学芸会の開催結果について、わかもん会主催のハロウィンイベントの 

開催結果について 

 

第７回 令和４年 12月 13日（火）庁議室 出席者 7名 傍聴者 1名 

【協議】 

  令和５年度地域おこし協力隊の募集について、高齢者に優しいまちづくりについて 

 

【その他】 

排雪サービスに関するアンケート調査について、浜益観光まちづくり推進協議会の 

「まちフェス」参加について、浜益観光まちづくり推進協議会とツアー会社共催のイ 

チイの木をめぐるスノーシューツアーについて、浜益小劇場第２０回定期公演につい 

て、浜益小学校学芸会の開催結果について、わかもん会主催のハロウィンイベントの 

開催結果について 

 

第８回 令和５年１月 23日（月）庁議室 出席者 9名 傍聴者 2名 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりについて 

 

【その他】 

エネルギー供給の強靭化について、地域おこし協力隊インターンの実施について、 

おためし地域おこし協力隊の実施について、首都圏での移住・定住フェアへの参加結

果について 
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第９回 令和５年３月 13日（月）庁議室 出席者 8名 傍聴者 4名 

【報告】 

  地域おこし協力隊及び集落支援員について 

 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりについて 

 

【その他】 

エネルギー供給の強靭化に関する意見交換、「浜ワーク」３人目の採用について、

浜益観光まちづくり推進協議会共催スノーシューで訪ねる黄金山イチイの木ツアーの

開催結果について、集落支援員より空き家情報の提供依頼について 

 

・令和５年度 第１回～第４回  計４回     

第１回 令和５年４月 26日（火）庁議室 出席者 10名 傍聴者 5名 

第２号委員 新任 細田委員挨拶 

多賀谷協力隊挨拶 

【報告】 

支所体制について、地域自治区振興事業の実績について、令和５年度主要事業の概 

要について 

 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

  浜益ふるさと市場（朝市）の開催について、黄金山山開きについて、カフェストの 

オープンについて、東京浜益倶楽部総会への出席について、観光協会より浜益漁港ト

イレの清掃員の募集について 
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第２回 令和５年６月６日（水）庁議室 出席者 8名 傍聴者 3名 

【報告】 

  実田辺地に係る総合整備計画の策定について 

 

【協議】 

  高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

 

【その他】 

浜益小・中合同運動会の開催結果について、浜益小自主公開研究会の開催について、

荘内藩ハママシケ陣屋プロジェクトについて、東京浜益倶楽部総会について、柿岡委

員の北海道協力隊サポーター就任について、はまます夜学（ワーケーション実証事業）

の開催について、生きがいづくり学園運動会の開催について、海水浴場の開設につい

て、東京浜益倶楽部、東京事務所協力の浜益フェアの開催について 

 

第３回 令和５年８月８日（火）庁議室 出席者 名 傍聴者 名 

【報告】 

  第 10期浜益区地域協議会委員の公募等について 

  外１件 

【協議】 

  第９期浜益区地域協議会の振り返り 

 

【その他】 

 

 

第４回 令和５年９月 日（ ）庁議室 出席者 名 傍聴者 名 

【協議】 

  第９期浜益区地域協議会の総括について 

 

 

【その他】 
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（２）主な協議事項 

① 地域自治区振興事業について 

継続：区民カレンダー製作事業、浜益区水産物等普及プロジェクト 

 廃止：フットパスウォーク事業 

 新規：防災浜リュック事業 

 

② 主要事業の概要について 

 ワーケーション実証事業、防災浜リュック事業など 

 

③ 浜益区地域おこし協力隊（第４～５期）の募集 

 

④ 集落支援員の募集について 

 

⑤ 高齢者に優しいまちづくりに関する意見交換 

・高齢者の暮らしに関するアンケートについて 

 ・「雪対策」、「教育・伝承」、「危険対策」グループ討議 

 ・上記３対策に関する情報提供 

・高齢者に優しいまちづくり事業の提案 

 「浜益冬のあんしん事業」（雪対策） 

 「浜益 web情報館「浜益宝箱」事業（教育・伝承） 

 「浜リハウス事業」（危険対策（危険空き家）） 

 「防災浜リュック事業」（危険対策） 

・戸別排雪事業のニーズ調査の実施 

・高齢者世帯等の自宅排雪に関するアンケート調査の実施結果について 

・おためし排雪事業の実施、結果について 

 

⑥ 石狩市過疎地域持続的発展市町村計画について 
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（３）主な報告事項 

① 浜益１５０年記念事業の実施結果について 

 

② 統合教育施設の検討状況について（浜益区の新しい教育・保育環境整備について） 

 

③ カフェ・クローバーの活動から見える高齢者に優しいまちづくりについて 

 

④ 縁ジョイクラブの取り組みについて 

 

⑤ （仮称）浜益学園設立準備部会の検討状況について 

 

⑥ 中学生の PR活動状況について 

 

⑦ NPO法人ｅｚｏｒｏｃｋの浜益での活動報告 

 

⑧ 地域おこし協力隊について 

 

⑨ おためし地域おこし協力隊の実施、結果 

 

⑩ 地域おこし協力隊インターンの実施、結果 

 

⑪ 地域おこし協力隊パネル展の実施 

 

⑫ 集落支援員について 

 

⑬ 空き家情報の提供依頼について 

 

⑭ 体験型観光の実施結果報告 

  （フットパス、生き物観察会、浜益観光まちづくり推進協議会の取り組み） 

 

⑮ カフェ・クローバー開設 

 

⑯ アンテナショップの実施 

 

⑰ 新年度支所体制について 

 

⑱ 地域自治区振興事業の成果、実績 

 

⑲ 主要事業の概要 
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※以下は、前回（第８期）委員による振り返り内容（参 考） 

２．第８期委員による振り返り（ポイント） 

（１）地域づくりを進めるために 

➢基幹産業（農業、漁業）のさらなる振興 

➢介護施設従業員の労働環境の改善（給与と身分保障） 

➢異業種交流と連携の強化 

➢高齢化により、自治会はじめ各種団体等役員の確保が難しくなっている。支所はもとより

地域協議会も積極的な関わりや支援が必要 

➢浜益区にとって中学生や小学生・保育園児は貴重な存在。地域や各種団体のイベントや活

動等においては、幼・小・中との一層の連携が必要 

➢高齢化や人口減少が進む本地域のまちづくりは行政（支所）が中心となり進めることが大

事 

 

 ・今後、地域協議会として、農業や漁業、福祉分野などさらに幅広い視点をもって地域づくりを

検討していく必要がある。 

・高齢化や人口減少が進んでいる中、魅力的な地域づくりを進めるためには、支所・地域協議会

をはじめ、各種団体、小中学校や保育園なども含めた連携が必要不可欠である。 

 

（２）地域協議会の役割 

➢地域協議会は「型に捉われない自由な発言の場所」であることが肝心 

➢地域協議会の認知度はまだまだ低いと感じる。「区民のための地域協議会」として一層の

自覚と行動が重要 

➢受身型から提案型の地域協議会に変わって行くことを期待 

➢支所と地域、各種団体とのパイプ役として、情報提供や地域の意見・思いを伝える大切な

役割を課せられている 

➢協議会委員は、会議で得た各種情報や意見等を持ち帰り、それぞれの地域や団体の活動に

活かして欲しい 

➢協議会委員は小中学校両校から選出が良い 

➢勉強不足を感じ会議で意見を発言できない自分がいる 

 

 ・地域協議会は、市と地域住民をつなぐ「パイプ役」であり、会議の中で積極的な情報収集、意

見交換が大切である。また、それらの内容は「地域協議会だより」などを活用して、区民に的

確に情報発信していくことも大切である。（「浜益の教育環境を考えるワークショップ」特集号

の発行など。） 

 ・「委員からの話題提供」の時間を設けるなど、思ったことを気軽に意見できるような会議の雰囲

気づくりに努めてきた。 

 ・第９期委員には、小学校からの２号委員（識見を有する者）の選任を行うこととした。 
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（３）地域自治区振興事業について 

➢基金は残り少なくなってきたが、良い事業には大胆に活用すべき 

➢新しい協議会委員から、ユニークなアイディアが出て基金が有効活用されることを期待 

➢漁協青年部やわかもん会、まち協等の各種事業に対する継続支援、地域づくりに繋がる事

業の積極的な掘り起しや働きかけが必要 

➢生産基盤の確立や生産性向上に繋がる施策は市の事業として実施し、基金事業は地域住民

の心の豊かさや充足感が得られるような事業が望ましい 

➢農業・漁業を中心に観光客を呼び寄せる事業が望ましい 

 

 ・浜益地域づくり基金（地域自治区振興事業）のより一層の活用に向けて、地域協議会はもとよ

り区内各種団体等からのアイディア募集や意見交換を進める必要がある。 

 ・個々の地域自治区振興事業については、今後も地域協議会で成果の確認等を行い、事業効果や

区民の視点に立った適切な評価を行っていく。また、新たな地域自治区振興事業については、

市施策と基金事業のすみわけ、役割分担を明確にして確認する必要がある。 

 ・浜益の新しい観光まちづくりを進めるため、農業者や漁業者とより一層の連携を検討してはど

うか。 

 

（４）これからの地域づくりに必要と思うこと 

➢基幹産業である水産業の将来が気にかかる。道、市及び漁協が連携して、先進事例調査や

沿岸の資源調査等を実施し、磯回り資源（うに、あわび）の増大対策や潜水漁法の導入を

検討できないか 

➢農業・漁業や商工業をはじめ、福祉施設等の人材確保は深刻かつ益々困難な状況にある。

交流人口や関係人口に留まらず、浜益区への移住定住に繋げる施策への展開が必要 

➢自治会活動や各種業種を支援する「地域おこし協力隊」の積極的な導入、限界集落やそう

なりつつある集落に対する支援のための「集落支援員」の早期導入が必要 

➢「集落支援員」には、浜益区への移住・定住の観点から「地域おこし協力隊」からの移行

が望ましい 

➢児童・生徒の保護者の方々からの意見も取り上げることが望ましい 

➢地域住民が少しでも安心感をもって暮らせる環境づくりが必要 

 

 ・農業・漁業をはじめ区内産業全般の持続、福祉施設等の人材確保など、担い手不足の課題解決

のため、移住・定住に関する取り組みの検討はますます重要になってきている。 

 ・地域づくりのキーパーソンとなる「地域おこし協力隊」については、今後も継続して導入を進

めるべきである。 

 ・今後新たに「集落支援員」を導入することによって、外部からの視点で地域づくりを進める「地

域おこし協力隊」と、内部からの視点で地域課題の拾い上げや解決策の検討を進める「集落支

援員」が一体となって活躍することを期待する。 
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（５）その他 

➢地域協議会で出された意見をしっかり受け止め、関係する法令や予算上の制約、市議会と

の関係などを丁寧に説明することが大切 

➢一定の会議形式は必要と考えるが、様々な意見を気軽に言い合える地域協議会であって欲

しい 

➢誰かがやってくれるだろうではなく、自分の立場に置き換え、前向きな考えで会議に臨み

たい 

➢いつも工夫しまとめて頂きありがとうございます 

➢住民の声を届けられる地域協議会でありたい 

 

 ・協議事項などに関する説明は、誰もが分かり易い内容となるよう工夫するとともに、各委員が

気軽に身近な話題を話す機会を設けるなど、引き続き、地域協議会の会議の雰囲気づくりに努

める。 

・地域協議会委員一人一人が、様々な機会を通じて区内の声を受け止め、会議の場で活発に議論

していくことが大切である。 

 

３．第９期への引継ぎ事項 

○地域協議会と支所は、浜益区のまちづくりを推進する両輪となって、多くの地域の声を拾

い上げていく組織として、引き続き積極的な活動を継続していく。 

 

○「地域おこし協力隊」の継続的な導入を進めるとともに、新たに「集落支援員」を導入し、

両者の連携による相乗効果を生み出すため、地域協議会も一丸となって協力・支援を行う。 

 

○浜益地域づくり基金の活用も含め、地域振興等のアイディアをより実現可能なものとして

いくために、区内の各種団体との連携や意見交換の場を増やしていく。 

 

○２号委員（識見を有する者）を拡充することにより、小中学校とのより一層の連携を深め

た地域づくりの検討を進める。 

 

○地域協議会の会議は、誰にでも分かり易い内容となるよう心掛けるとともに、委員からの

話題提供の時間等、気軽に話しやすい雰囲気づくりに努める。 

 

○会議で出た疑問や確認したい事項等は、関連情報やその後の状況など、市からこまめな情

報提供を行ってもらい、委員全体の情報共有に努める。 

 

 


